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とから，原子炉力のૐਅは IC るもので，原子炉の㓒ࠃേしたことに߇

㔌状ᘒに⇣Ᏹ߇ないことを⏕認した。原子炉水は⛽ᜬされていたため，IC
にࠃる原子炉力ᓮをⴕ߁こととした。原子炉力を 6㨪7MPa 程ᐲに

ᓮするためには，IC は 1 系列でචಽと್ᢿ，A 系にてᓮすることとし，ᚯ

り㈩▤㓒㔌ᑯ（MO-3A）の㐿㐽操作にて，原子炉力ᓮを㐿ᆎした。 
・ 1,2 号機とも，㜞注水系（以ਅ，「HPCI」）などの㕖Ᏹ↪炉ᔃ冷ළ系につい

ては，⇣Ᏹを␜す⼊報は⏕認されߕ，表␜ἮもᱜᏱでߞた。 
・ 1 号機の運転ຬは，原子炉注水߇ᔅⷐになるまで HPCI をࠬ࠹トライン2で運

転することを⠨え，一ᣤ当ラインを᭴成した߇，原子炉水は定してお

り，IC にࠃり原子炉力߇ᓮ᧪ていたことから，当ラインをరにᚯし

た。HPCI は，⥄േേน⢻な状ᘒでることを⏕認し，ઁの運転操作や⋙

ⷞにኾᔨした。また，後の HPCI や主⫳᳇ㅏ߇しోᑯのേ作にえて，

15:07，15:10 に格納容器冷ළ系 2 系⛔をേし，力ᛥቶの冷ළを㐿ᆎ3し

た。 
・ 2 号機の運転ຬは，14:50,原子炉水を⏕するために原子炉㓒㔌時冷ළ系

（以ਅ，「RCIC」）をᚻേേした。14:51,原子炉への注水にࠃり原子炉水

㜞で⥄േ停止したことを⏕認。ߘの後，15:02 にᚻേേし，15:28 にౣᐲ

原子炉水㜞で⥄േ停止。15:39 にౣᐲᚻേേした。また，1 号機ห᭽，

15:07 にᱷ⇐ᾲ㒰系 1 系⛔をേし，力ᛥቶの冷ළを㐿ᆎした。 
報๔をฃけ，当直長は「このまま᧤（冷温停߁ータも㗴なしといࡔラࡄ ・

止）にᜬߞてⴕける」とᗵߓていた。 
 
㧨3,4 号機中ᄩᓮቶの状況㧪 

・ 3,4 号機では，地震発生時，当直 9 ฬ，作ᬺ▤理ࠣ࡞ープ 8 ฬ，定ᬌチーࡓ

12 ฬの⸘ 29 ฬの運転ຬ߇ൕോしていた。 
・ 地震で中ᄩᓮቶの中߇၎でᾍ᐀をはߞた߁ࠃに⌀ߞ⊕になる中，ំれ߇

まるのをᓙߞて，運転ຬはㅢᏱのࠬࠢラࡓ対応操作を㐿ᆎ。当直長は，ࠬࠢ

ラࡓしたことの報๔をฃけるとともに，ᄖㇱ電源༚ᄬとなり，D/G߇േし，

㕖Ᏹ↪Უ✢߇ల電されたことを⏕認した。 
・ 地震後，運転ຬは，地震発生とᵤᵄ及びㆱ㔍について，発電所᭴ౝ一ᢧࡍー

ࠫンࠣのᒻで知。また，当直長のᜰ␜にࠃり，運転ຬのุ⏕認を実施。 
・ 3 号機の運転ຬは，15:05，原子炉水を⏕するために RCIC をᚻേേ。

15:25，原子炉への注水にࠃり原子炉水㜞で⥄േ停止したことを⏕認した。 

                                                  
2水源の復水⾂⬿タンࠢ（以ਅ，「CST」）から CST に࡞ープしてᚯすライン。 
3過ᷰ現⽎記録ⵝ⟎では，15 時 05 ಽ㗃に格納容器冷ළ系ࡐンプ㧮系⛔をേ，15 時 11 ಽ㗃に格納容器冷

ළ系ࡐンプ㧭系⛔をേしたと記録されている。 


